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●本カタログに掲載しております仕様は予告なく変更する場合があります。

UNモルタルは、当社が豊富な経験をもとに研究開発したロックボルト定着用プレミックスモルタルです。
ＵＮモルタルは、流動性が高く、注入性状に優れており、孔径が拡大しがちな軟岩や土砂地山に対しても、
早くて確実な充填が可能です。又、ロックボルト定着に必要な粘着性と早強性に優れており、注入後の
ダレがなく、充分な初期強度が得られますので、確実に全面接着施工が出来る良質なモルタルです。

3 UNモルタル技術データ3 UNモルタル技術データ

①水比とフロー値の測定例（20℃）

16.0
17.0
18.0
18.5

試験方法：ＪＩＳ Ｒ 5201「セメントの物理試験方法」規定のフロー試験に準拠。
※フロー値は、環境温度により若干異なります。

水/粉
（％）

3.2
3.4
3.6
3.7

1袋当たり水量
（㍑）

150±20

180±20

フロー値
（㎜）

10.27
10.47
10.67
10.77

練り上がり量
（㍑）

②圧縮強度試験の測定例（20℃）

16.0
17.0
18.0
18.5

※試験方法：ＪＩＳＡ1108「圧縮強度試験」に準拠。
※圧縮強度は3回試験の平均参考値
※供試体はΦ50×100の標準養生(材齢1日で離型し、その後試験材齢まで温度２０℃の水中にて養生）
※供試体の加圧面は、圧縮強度試験に先立ち、研磨機を用いて研磨を行った。

水/粉
（％）

圧縮強度（N/m㎡）
材齢1日 材齢3日

26
25
23
22

48
44
40
37

材齢7日

65
55
52
49

材齢28日

71
68
62
61

UNモルタルの使い方

1 UNモルタル配合規準1 UNモルタル配合規準

2 UNモルタルの使い方2 UNモルタルの使い方

①UNモルタル1袋（20kg）当たりの配合規準

◆ 削孔径とＵＮモルタル使用量の関係

ＵＮモルタル1袋（20kg入り）につき、約4ℓ（水/UNモルタル＝16～20％）の水を加えて
練り混ぜるだけで、良質のロックボルト定着用モルタル約10ℓが出来上がります。

品 名

普 通 セ メント
特 殊 添 加 材
粒 調 硅 砂
合 計

重　量（ｋｇ） 比　重 容　量（㍑）

9.36
0.64
10.0
20.0

3.16
2.20
2.62

2.96
0.29
3.82
7.07

※比重は、天然砂使用の為、粒度分布変化により若干変わります。

②UNモルタル1㎥当たりの配合例

16.0
17.0
18.0
18.5

※上記の数値は比重により若干変わります。

水/粉
（％）

34.1
36.3
38.5
39.5

水/セメント比
（％）

908
899
880
870

普通セメント
（kg）

62
61
60
60

特殊添加材
（kg）

970
960
940
930

粒調硅砂
（kg）

310
326
338
344

練混ぜ水
（kg）

1,940（約97袋）
1,920（約96袋）
1,880（約94袋）
1,860（約93袋）

合　　　計
（kg）

モルタル

注） 上表は計算値です。各現場におけるモルタル使用量の算定は孔荒れによる孔径の拡大等を考慮願います。
　　孔荒れの程度により上記計算値の2～4倍となることがあります。

UN UN MOORTAR
ロックボルト定着用プレミックスモルタル

ボルト径

2.17

0.20

3.25

0.30

4.33

0.39

5.42

0.49

6.50

0.59

1.08

0.10

ℓ

袋
45

孔径 モルタル
使 用 量

孔　　　長　（m）
1 2 3 4 5 6

Ｄ2 5
（5,067㎠）


